










緒言 

新生児の約 3%に何らかの先天異常が見出されるが,奇形や染色体異常は,初期子宮内人口,

特に自然流産胎児において,はるかに高率に見出される。発生の過程で生じた奇形や染色体

異常の 90%あるいはそれ以上が,自然流産によって失われると推定されるので,新生児にお

いて見出される異常症例は,本来発生した異常のごく一部分にすぎない。したがって,先天

異常の調査に際しては,新生児のデータの他に,異常頻度の高い自然流産胎児に関する所見

をも，併せてモニターすることが望ましいと考えられる。 

そのための基礎データを得るため,母の妊娠・流産歴と先天奇形発生との関連を調べる目的

で,多数例のヒト胎芽に関するデータを用いて解析を行った。 


